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(57)【要約】
　喫煙物品を受けるように構成された電気的に動作する
喫煙装置であって、喫煙物品（１２）を少なくとも部分
的に受けるためのくぼみ（１５）を画定するハウジング
（１０）と、喫煙物品上のしるしを検出するためのセン
シングシステム（４０）とを備え、センシングシステム
はくぼみの周辺に位置付けられ、また光源（４２）と、
画像検出器（４４）と、画像検出器上に位置付けられた
複数のマイクロレンズ（４６）とを備える。画像検出器
上の複数のマイクロレンズを使用することで、マイクロ
レンズと検出器の間の距離を小さくできるため、薄いセ
ンシングシステムの作製が可能になる。これは、ハンド
ヘルド装置内で有利である。
【選択図】図５ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　喫煙物品を受けるように構成された電気的に動作する喫煙装置であって、
　　喫煙物品を少なくとも部分的に受けるためのくぼみを画定するハウジングと、
　　前記喫煙物品上のしるしを検出するためのセンシングシステムであって、前記センシ
ングシステムが前記くぼみの周辺に位置付けられ、光源と、画像検出器と、前記画像検出
器上に位置付けられた複数のマイクロレンズとを含むものとを備える、電気的に動作する
喫煙装置。
【請求項２】
　プリント基板を備え、前記光源および画像検出器がどちらも前記プリント基板上に取り
付けられる、請求項１に記載の電気的に動作する喫煙装置。
【請求項３】
　前記プリント基板に固定された支持構造を備え、前記マイクロレンズが前記支持構造内
に保持される、請求項２に記載の電気的に動作する喫煙装置。
【請求項４】
　前記くぼみが円筒形であり、前記喫煙物品が受けられるように通る開放端と、前記開放
端の反対側の端にあるベースとを有し、前記センシング組立品が前記くぼみの前記開放端
と前記ベースとの間で前記くぼみの表面上に位置付けられている、請求項１～３のいずれ
か１項に記載の電気的に動作する喫煙装置。
【請求項５】
　前記光源と前記検出器の間に位置付けられた不透明なシールドを備えた、請求項１～４
のいずれか１項に記載の電気的に動作する喫煙装置。
【請求項６】
　前記光源が発光ダイオード（ＬＥＤ）を含む、請求項１～５のいずれか１項に記載の電
気的に動作する喫煙装置。
【請求項７】
　前記光源が複数のＬＥＤを含む、請求項６に記載の電気的に動作する喫煙装置。
【請求項８】
　前記複数のマイクロレンズが一次元配列で配置されている、請求項１～７のいずれか１
項に記載の電気的に動作する喫煙装置。
【請求項９】
　前記配列が前記くぼみの軸方向と直角をなす方向に延びるように配置される、請求項８
に記載の電気的に動作する喫煙装置。
【請求項１０】
　前記光源がマイクロレンズの前記配列のどちらかの側に位置付けられた複数の発光体を
含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の電気的に動作する喫煙装置。
【請求項１１】
　前記画像検出器からの画像データを保存された画像データと比較するよう構成されたコ
ントローラを備える、請求項１～１０のいずれか１項に記載の電気的に動作する喫煙装置
。
【請求項１２】
　前記コントローラが、前記画像検出器からの画像データと保存された画像データとの比
較結果に応じて、エアロゾル発生要素への電力供給を制御するように構成された、請求項
１１に記載の電気的に動作する喫煙装置。
【請求項１３】
　前記装置が、使用時に前記喫煙物品を受け、かつ喫煙物品が取り外される時に前記くぼ
みの前記開放端に向けて移動できる、スライディング容器を含み、前記スライディング容
器が、前記光源からの光が前記喫煙物品に達することを許容するように位置付けられた開
口部を含む、請求項１～１２のいずれか１項に記載の電気的に動作する喫煙装置。
【請求項１４】
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　請求項１～１３のいずれか１項に記載の装置と、喫煙物品とを備える、喫煙システム。
【請求項１５】
　前記喫煙物品が前記喫煙物品の外側表面上でしるしを備える、請求項１４に記載の喫煙
システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用時に喫煙物品を受ける電気的に動作する喫煙装置に関連する。特に、本
発明は、喫煙物品上のしるしを撮像することによって装置に挿入された喫煙物品を認識で
きる電気的に動作する喫煙装置に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＳ５０６０６７１Ａ号、ＵＳ５３８８５９４号およびＵＳ５５０５２１４号など、数
多くの先行技術文献では、エアロゾル形成基体を燃焼するのではなくむしろ加熱する電気
的に動作する喫煙システムが開示されている。これらのシステムは、望ましい揮発性化合
物が放出される温度に基体を加熱するが、燃焼が発生しうる温度より低い温度に維持する
ように動作する。
【０００３】
　エアロゾル形成基体の制御された加熱によって、点火端のある紙巻たばこ内で燃焼が起
こることなく風味が生成され放出されるため、電気加熱式喫煙システム用に開発された喫
煙物品は、一般に特定の喫煙システム用に特別に設計される。電気加熱式の喫煙システム
用に設計された喫煙物品の構造は、点火端のある喫煙物品の構造とは異なる。点火端のあ
る喫煙物品を電気加熱式の喫煙システムと併用すると、ユーザーにとって低質の喫煙体験
となることがあり、システムを損傷することもありうる。例えば、喫煙物品は、喫煙装置
との互換性を有するには含水量が不十分であることもある。さらに、それぞれシステムと
併用するよう構成されてはいるが、それぞれユーザーにとって異なる喫煙の体験を提供し
、異なる温度への加熱を要求することのある数多くの異なる喫煙物品もありうる。
【０００４】
　喫煙物品の偽造も問題である。偽造の喫煙物品は、低品質であるか、または喫煙システ
ムにとって全く適さないこともある。
【０００５】
　よって、異なる喫煙物品を区別でき、また喫煙システムとの使用に適切または不適切な
喫煙物品を特定できる喫煙システムのニーズがある。しかし、システムは不適切な喫煙物
品を特定し、また不適切な喫煙物品とは作動しないことが望ましいものの、喫煙システム
がシステムとの使用に適切な物品を間違って拒絶しないことも重要である。ユーザーは、
正しい喫煙物品を頻繁に拒絶するシステムにはすぐに不満を持つようになるであろう。
【０００６】
　ＷＯ２０１０／０７３１２２号は、異なる喫煙物品を区別するために、喫煙物品上に印
刷されたバーコードなどのしるしが光学センサーによって感知されるシステムが開示され
ている。
【０００７】
　ＷＯ２０１０／０７３１２２号に記載されたタイプの任意のセンシングシステムは、喫
煙システムのサイズ、喫煙システムの電力消費量または喫煙システムのコストに有意には
影響しないことが望ましい。同時に、センシングシステムは、信頼性があり、かつ小さな
喫煙物品上に印刷されたパターンを認識する十分な解像力を持たなければならない。また
、喫煙物品が点火端のある紙巻たばこ様に形成される傾向があるという事実は、しるしが
一般に曲面の表面上に付けられなければならないことを意味する。これによって、パター
ンの撮像がより困難になる。
【発明の概要】
【０００８】
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　本発明の目的は、喫煙物品を特定でき、コンパクトであり、電力消費量が低いが、信頼
性があり、正しい喫煙物品の拒絶が最小限に抑えられるセンシングシステムを備えた喫煙
装置を提供することである。
【０００９】
　本発明の第一の態様では、喫煙物品を受けるように構成された電気的に動作する喫煙装
置が提供されているが、これは、
　　喫煙物品を少なくとも部分的に受けるためのくぼみを画定するハウジングと、
　　喫煙物品上のしるしを検出するためのセンシングシステムであって、センシングシス
テムがくぼみの周辺に位置付けられ、光源と、画像検出器と、画像検出器上に位置付けら
れた複数のマイクロレンズとを含むものとを備える。
【００１０】
　画像検出器上の複数のマイクロレンズを使用することで、マイクロレンズと検出器の間
の距離を小さくできるため、薄いセンシングシステムの作製が可能になる。これは、ハン
ドヘルド装置内で有利である。
【００１１】
　マイクロレンズは小さなレンズで、概して１ミリメートル（ｍｍ）未満の直径を有する
。
【００１２】
　画像検出器は、それぞれのマイクロレンズに対応する複数の検出器を備えうる。
【００１３】
　センシングシステムはプリント基板（ＰＣＢ）を備えることができ、光源と画像検出器
はどちらもプリント基板上に位置付けられうる。これによってコンパクトなシステムが提
供される。マイクロレンズは、ＰＣＢに固定された支持構造内に保持されうる。センシン
グシステムは、光源と検出器の間に不透明なシールド（これは支持構造によって形成され
うる）を備えうる。不透明なシールドは、光源からの光が、まず喫煙物品によって反射さ
れることなく、センサーに直接入ることを防ぎうる。
【００１４】
　光源は発光ダイオード（ＬＥＤ）を備えうる。光源は複数のＬＥＤを備えうる。２つ以
上の別個の光源を提供することで、喫煙物品の照度および検出器によって取り込まれた結
果的に得られる画像の照度の均一性が改善されうる。
【００１５】
　センシングシステムは、一次元配列のマイクロレンズを備えうる。例えば、一つの実施
形態において、センシングシステムは、画像検出器上に一列の４つのマイクロレンズを備
えうる。別の方法として、センシングシステムは、二次元の配列または配置のマイクロレ
ンズを備えうる。
【００１６】
　くぼみは円筒形でもよく、また喫煙物品が受けられるために通る開放端を持っていても
よい。くぼみは、開放端の反対側の端にベースを持ちうる。くぼみは、概して円形の円筒
形の喫煙物品を収容するように、概して円形の断面を持ちうる。しるしが湾曲した喫煙物
品の表面上にある場合、レンズは画像検出器によって取り込まれた画像内の喫煙物品の彎
曲を補正するように構成されうる。これは、マイクロレンズを物理的に配置することによ
って、またはマイクロレンズの形状によって、または両方の組み合わせによって達成され
うる。
【００１７】
　センシング組立品は、くぼみの開放端とベースの間のくぼみの表面上に配置されうる。
【００１８】
　一次元配列のマイクロレンズが使用される場合、配列は有利なことに、くぼみの軸方向
と直角をなす方向に延びるように配置されうる。この文脈において、くぼみの軸方向は、
くぼみの開放端からベースに向けて延びる方向を意味する。これは、画像検出器によって
取り込まれた画像において良好な照明および良好な解像度を提供することが分かっている
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。ＬＥＤなどの光源は、マイクロレンズの配列のどちら側にも、くぼみの軸方向に位置付
けられうる。
【００１９】
　別の方法として、一次元配列のマイクロレンズは、くぼみの軸方向に平行な方向に延び
るように配置されうる。ＬＥＤなどの光源は、マイクロレンズの配列のどちら側にも、く
ぼみの軸方向と直角の方向に位置付けられうる。
【００２０】
　画像検出器は、しるしの画像を形成する能力がある検出器としうる。画像検出器は、相
補型金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ）または電荷結合素子（ＣＣＤ）ベースの検出器としう
る。ＣＭＯＳ画像検出器およびＣＣＤ画像検出器はどちらも、回路基板上のチップに統合
されうる。
【００２１】
　装置は、使用時に喫煙物品を受け、かつ喫煙物品が取り外された時にくぼみの開放端に
向けて移動できるスライド式の容器を備えうる。スライド式容器は、喫煙物品がくぼみか
ら取り外される間に破損するリスクを低減させうる。スライド式容器は、光源からの光が
喫煙物品に達することを許容するように位置付けられた開口部を備えうる。スライド式容
器内の同じまたは異なる開口部によって、喫煙物品からの光がマイクロレンズの配列に到
達するのを許容しうる。別の方法として、一部またはすべてのスライド式容器は、光源か
らの光が喫煙物品に到達し、画像検出器に戻るのを許容するために、透明でもよい。
【００２２】
　装置は、喫煙物品と相互作用してエアロゾルを生成するエアロゾル発生要素を含みうる
。エアロゾル発生要素は、喫煙物品がくぼみ内にある時に喫煙物品を加熱するよう構成さ
れたヒーターでもよい。ヒーターは、電気抵抗性の材料を含みうる。適切な電気抵抗性の
材料としては、ドープされたセラミックなどの半導体、「導電性」のセラミック（例えば
、二ケイ化モリブデンなど）、炭素、黒鉛、金属、合金、およびセラミック材料と金属材
料とでできた複合材料が挙げられるが、これに限定されない。こうした複合材料は、ドー
プされたセラミックまたはドープされていないセラミックを含んでもよい。適切なドープ
されたセラミックの例としては、ドープシリコン炭化物が挙げられる。適切な金属の例は
、チタン、ジルコニウム、タンタルプラチナ、金および銀を含む。適切な合金の例は、ス
テンレス鋼、ニッケル－、コバルト－、クロミウム－、アルミニウム－チタン－ジルコニ
ウム－、ハフニウム－、ニオビウム－、モリブデン－、タンタル－、タングステン－、ス
ズ－、ガリウム－、マンガン－、金－および鉄を含有する合金、およびニッケル、鉄、コ
バルト、ステンレス鋼系の超合金、Ｔｉｍｅｔａｌ（登録商標）、および鉄－マンガン－
アルミニウム系の合金を含む。複合材料では、電気抵抗性の材料は、必要とされるエネル
ギー伝達の動態学および外部の物理化学的性質に応じて、随意に断熱材料に埋め込み、封
入、または断熱材料で被覆されてもよく、もしくはその逆であってもよい。
【００２３】
　ヒーターは、内部発熱体または外部発熱体、または内部および外部の両方の発熱体を含
みうるが、ここで「内部」および「外部」は、喫煙物品を意味する。内部発熱体は、任意
の適切な形態をとりうる。例えば、内部発熱体は、加熱用ブレードの形態をとりうる。加
熱用ブレードは、プラチナまたは別の適切な材料から形成され、ブレードの片側または両
側に蒸着された、１つ以上の抵抗性加熱トラックを有するセラミック基体から形成されう
る。別の方法として、内部ヒーターは、異なる導電性部分または電気抵抗性の金属チュー
ブを持つケーシングまたは基体の形態をとりうる。別の方法として、内部発熱体は、エア
ロゾル形成基体の中心を貫通する１つ以上の加熱用の針または棒としうる。その他の代替
物は、加熱用のワイヤまたはフィラメント、例えばＮｉ－Ｃｒ（ニッケル・クロム）、プ
ラチナ、タングステンまたは金属製のワイヤまたは加熱板を含む。随意に、内部発熱体は
、固い担体材料内またはその上に配置しうる。こうした一つの実施形態において、電気抵
抗性のある発熱体は、温度と比抵抗の間で明確な関係を持つ金属を使用して形成しうる。
こうした模範的装置において、金属は、セラミック材料などの適切な断熱材料上にトラッ
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クとして形成した後、ガラスなどの別の断熱材料内にはさむことができる。このように形
成されたヒーターは、動作中の発熱体の加熱と、その温度の監視の両方に使用しうる。
【００２４】
　外部発熱体は、任意の適切な形態をとりうる。例えば、外部発熱体は、ポリイミドなど
の誘電性基体上の一つ以上の柔軟性のある加熱ホイルの形態をとりうる。柔軟性のある加
熱ホイルは、くぼみの周囲に適合するような形状とすることができる。別の方法として、
外部発熱体は、金属グリッド、柔軟性のあるプリント基板、成形相互接続装置（ＭＩＤ）
、セラミックヒーター、柔軟性のある炭素繊維ヒーターの形態をとりうるほか、適切な形
状の基体上にプラズマ蒸着などのコーティング技術を使用して形成しうる。外部発熱体は
また、温度と比抵抗の間に明確な関係を持つ金属を使用して形成される。こうした例示的
な装置では、金属は適切な断熱材料の２層の間のトラックとして形成される。このように
形成された外部発熱体は、動作時の外部発熱体の加熱と、その温度の監視の両方に使用し
うる。スライド式容器は、外部発熱体とくぼみ内の喫煙物品との間の接触を許容する加熱
用開口部を備えうる。
【００２５】
　ヒーターは有利なことに、伝導によって喫煙物品を加熱する。ヒーターは、少なくとも
部分的に基体と接触する場合がある。別の方法として、内部または外部のいずれかの発熱
体からの熱は、熱伝導性要素の手段によって基体に伝導しうる。
【００２６】
　装置は、画像検出器からの画像データを保存された画像データと比較するための制御回
路を備えうる。制御回路は画像検出器と接続されうる。制御回路はまた、ヒーターに、ま
たは別のエアロゾル発生要素に接続されうる。制御回路は、画像検出器からの画像データ
と保存された画像データの比較結果に依存して、エアロゾル発生要素への電力供給を制御
しうる。例えば、画像検出器からの画像データが、保存された画像データと十分に相関し
ない場合、制御回路はエアロゾル発生要素への電力供給を阻止する。画像検出器からの画
像データが、保存された画像データと十分に相関する場合、制御回路はエアロゾル発生要
素への電力供給を許容しうる。言い替えれば、制御回路は、画像比較に基づき、くぼみ内
に正当な喫煙物品が存在するかどうかを特定でき、また正当な喫煙物品がくぼみ内に存在
することが判断された時にのみ装置が動作するのを許容しうる。制御回路は、画像検出器
からの画像データが、保存された画像データのどれと最も強く相関するかに応じて、特定
の電力制御プロセスを動作しうる。言い替えれば、制御回路は、画像比較に基づき、特定
のタイプの喫煙物品を特定でき、またその喫煙物品にとって適切な方法で装置を制御しう
る。例えば、異なる喫煙物品は、有利なことに異なる温度に加熱して望ましいエアロゾル
を生成しうる。
【００２７】
　制御回路は、１つ以上のマイクロコントローラを備えうる。それぞれまたは１つ以上の
マイクロコントローラは、マイクロプロセッサを備えうるが、有利なことにプログラム可
能なマイクロプロセッサを備える。制御回路は、不揮発性メモリを備えうる。装置は、外
部装置からの制御回路との間でのデータの移動を許容するように構成されたインターフェ
ースを備えうる。インターフェースは、プログラム可能なマイクロプロセッサ上で実行さ
れるソフトウェアの制御回路へのアップロードを許容しうる。インターフェースは、ｍｉ
ｃｒｏ　ＵＳＢポートなどの有線インターフェースでもよく、無線インターフェースでも
よい。
【００２８】
　エアロゾル発生装置はさらに、エアロゾル発生要素に電力を供給するための電源を備え
うる。電源は、例えばＤＣ電圧供給源などの適切な任意の電源としうる。一実施形態にお
いて、電源はリチウムイオン電池である。または、電源は、ニッケル水素電池、ニッケル
カドミウム電池、またはリチウムベースの電池、例えばリチウムコバルト、リン酸鉄リチ
ウム、チタン酸リチウム、もしくはリチウムポリマー電池であってもよい。
【００２９】
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　喫煙装置は、ユーザーが片手の指の間に持ちやすい、ハンドヘルドのエアロゾル発生装
置であることが好ましい。喫煙装置は、実質的に円筒形の形状としうる。喫煙装置は約７
０ｍｍ～１２０ｍｍの長さを持ちうる。喫煙装置は約１０ｍｍ～２０ｍｍの直径を持ちう
る。
【００３０】
　本発明の第二の態様では、本発明の第一の態様による装置と、喫煙物品とを備えた喫煙
システムが提供されている。
【００３１】
　喫煙物品は、喫煙物品の外部表面上にしるしまたはマーキングを備えうる。しるしは、
チェッカーボードパターンなどのパターンとしうる。または、しるしは一次元バーコード
または二次元バーコードを備えうる。しるしは、喫煙物品の周囲全体に延びうる。
【００３２】
　喫煙物品は、実質的に円筒形の形状としうる。喫煙物品は、実質的に細長くてもよい。
喫煙物品はまた、長さおよび長さと実質的に直交する円周も有してもよい。喫煙物品はエ
アロゾル形成基体を備えうる。エアロゾル形成基体は、実質的に円筒形の形状であっても
よい。エアロゾル形成基体は、実質的に細長くてもよい。エアロゾル形成基体はまた、長
さおよび実質的に長さと直交する円周も有してもよい。
【００３３】
　喫煙物品の全長は、およそ３０ｍｍ～およそ１００ｍｍであってもよい。喫煙物品の外
径は、およそ５ｍｍ～およそ１２ｍｍであってもよい。喫煙物品は、フィルタープラグを
備えてもよい。フィルタープラグは、喫煙物品の下流端に位置しうる。フィルタープラグ
は、酢酸セルロースフィルタープラグであってもよい。フィルタープラグは、一実施形態
において長さがおよそ７ｍｍであってもよいが、およそ５ｍｍ～およそ１０ｍｍの長さで
あってもよい。
【００３４】
　一実施形態において、喫煙物品の全長は、およそ４５ｍｍである。喫煙物品の外径は、
およそ７．２ｍｍであってもよい。さらに、エアロゾル形成基体の長さは、およそ１０ｍ
ｍであってもよい。別の方法として、エアロゾル形成基体の長さは、およそ１２ｍｍであ
ってもよい。さらに、エアロゾル形成基体の直径は、およそ５ｍｍ～およそ１２ｍｍであ
ってもよい。喫煙物品は、外側の紙ラッパーを備えてもよい。しるしは外側紙ラッパー上
でありうる。しるしは外側紙ラッパー上に印刷されうる。さらに、喫煙物品は、エアロゾ
ル形成基体とフィルタープラグの間の分離部を備えてもよい。分離部は、およそ１８ｍｍ
であってもよいが、およそ５ｍｍ～およそ２５ｍｍの範囲であってもよい。分離部は、喫
煙物品が基体からフィルタープラグに通過する際にエアロゾルを冷却する熱交換器によっ
て喫煙物品内で充填されることが好ましい。熱交換器は、例えば、ポリマー系のフィルタ
ー、例えば捲縮したＰＬＡ材料としうる。
【００３５】
　エアロゾル形成基体は固体のエアロゾル形成基体であってもよい。別の方法として、エ
アロゾル形成基体は、固体および液体の両方の構成要素を備えうる。エアロゾル形成基体
は、加熱に伴い基体から放出される揮発性のたばこ風味化合物を含む、たばこ含有材料を
含んでもよい。別の方法として、エアロゾル形成基体は、非たばこ材料を含みうる。エア
ロゾル形成基体は、エアロゾル形成体をさらに含んでもよい。適切なエアロゾル形成体の
例は、グリセリンおよびプロピレングリコールである。
【００３６】
　エアロゾル形成基体が固体のエアロゾル形成基体である場合、固体のエアロゾル形成基
体は、薬草の葉、たばこ葉、たばこの茎の断片、再構成たばこ、均質化したたばこ、押し
出し成形たばこ、キャストリーフたばこ、および膨化たばこのうち１つ以上を含む、例え
ば、粉末、顆粒、ペレット、断片、スパゲッティ、細片、またはシートのうち１つ以上を
含んでもよい。固体エアロゾル形成基体は、容器に入っていない形態にしてもよく、また
は適切な容器またはカートリッジを提供してもよい。随意に、固体エアロゾル形成基体は
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、基体の加熱に伴い放出される追加的なたばこまたは非たばこ揮発性風味化合物を含んで
もよい。固体エアロゾル形成基体はまた、例えば、追加的なたばこまたは非たばこ揮発性
風味化合物を含むカプセルを含みうるが、こうしたカプセルは、固体エアロゾル形成基体
の加熱中に溶ける。
【００３７】
　「均質化したたばこ」は本明細書で使用される時、粒子状たばこを凝集することによっ
て形成される材料を意味する。均質化したたばこは、シートの形態であってもよい。均質
化したたばこ材料は、エアロゾル形成体含有量が乾燥質量基準で５％より多くてもよい。
別の方法では、均質化したたばこ材料は、エアロゾル形成体含有量が乾燥質量基準で約５
～約３０重量パーセントであってもよい。均質化したたばこ材料シートは、たばこ葉ラミ
ナおよびたばこ葉茎のうちの一方または両方を粉砕またはその他の方法で細分することに
よって得られた粒子状たばこを凝集することによって形成されてもよい。別の方法として
、または追加的に、均質化したたばこ材料シートは、例えば、たばこの処理、取り扱いお
よび輸送中に形成されたたばこダスト、たばこの微粉およびその他の粒子状たばこ副産物
のうち１つ以上を含んでもよい。均質化したたばこ材料シートは、粒子状たばこの凝集を
助けるために、１つ以上の本来備わっている結合剤（すなわち、たばこ内在性結合剤）、
１つ以上の外来的な結合剤（すなわち、たばこ外来性結合剤）、またはその組み合わせを
含みうるが、別の方法として、または追加的に、均質化したたばこ材料シートは、たばこ
および非たばこ繊維、エアロゾル形成剤、湿潤剤、可塑剤、風味剤、フィラー、水性およ
び非水系の溶剤およびその組み合わせを含むが限定されないその他の添加物を含んでもよ
い。
【００３８】
　随意に、固体のエアロゾル形成基体は、熱的に安定な担体上に提供されてもまたはその
中に包埋されてもよい。担体は、粉末、顆粒、ペレット、断片、スパゲッティ、細片また
はシートなどの形態をとってもよい。別の方法として、担体は、その内部表面上、または
その外部表面上、またはその内部および外部の表面上の両方に配置された固体基体の薄い
層を有する、管状の担体であってもよい。こうした管状の担体は、例えば、紙、または紙
様の材料、不織布炭素繊維マット、低質量の目の粗いメッシュ金属スクリーン、または穴
あきの金属箔またはその他の任意の熱的に安定した高分子マトリクスで形成されてもよい
。
【００３９】
　固体エアロゾル形成基体は、例えば、シート、発泡体、ゲルまたはスラリーの形態の担
体の表面上に配置されてもよい。固体のエアロゾル形成基体は、担体の全表面上に沈着し
てもよく、または別の方法として、使用中に均一でない風味送達を提供するために一定の
パターンにおいて沈着してもよい。
【００４０】
　上記では、固体エアロゾル形成基体を参照したが、当業者には、その他の形態のエアロ
ゾル形成基体をその他の実施形態で使用しうることが明らかであろう。例えば、エアロゾ
ル形成基体は、液体エアロゾル形成基体としうる。液体エアロゾル形成基体が提供される
場合、エアロゾル発生装置は、液体を保持する手段を備えることが好ましい。例えば、液
体エアロゾル形成基体は、容器内に保持されうる。別の方法として、または追加的に、液
体エアロゾル形成基体は、多孔性担体材料に吸収されうる。多孔性担体材料は、適切な任
意の吸収性のプラグまたは本体、例えば、発泡性の金属またはプラスチック材料、ポリプ
ロピレン、テリレン、ナイロン繊維またはセラミックで作成しうる。液体エアロゾル形成
基体は、エアロゾル発生装置を使用する前に、多孔性担体材料内に保持されてもよく、ま
たは別の方法として、液体エアロゾル形成基体材料は、使用中またはその直前に多孔性担
体材料内に放出されてもよい。例えば、液体エアロゾル形成基体は、カプセル内に提供し
うる。カプセルのシェルは、加熱に伴い溶けて、液体エアロゾル形成基体を多孔性担体材
料に放出することが好ましい。カプセルは液体と組み合わされて、任意選択的に固体を含
む場合がある。
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【００４１】
　別の方法として、担体は、たばこ成分が組み込まれた不織布繊維または繊維の束としう
る。不織布繊維または繊維の束は、例えば、炭素繊維、天然セルロース繊維、またはセル
ロース誘導体繊維を含みうる。
【００４２】
　ここで本発明の例を、以下の添付図面を参照しながら説明する。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】図１は、エアロゾル発生装置の概略図である。
【図２】図２は、図１に示したタイプの装置の第一の実施形態の前方端の断面図である。
【図３】図３は、本発明によるセンシングシステムの概略図である。
【図４】図４ａおよび４ｂは、電気的に動作する喫煙装置内での図３のセンシングシステ
ムの位置を図示する。
【図５】図５ａおよび５ｂは、図３に示すセンシングシステム内のマイクロレンズの配置
を図示する。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　図１で、電気加熱式の喫煙装置１００の実施形態の構成要素を簡略化された方法で示す
。特に、電気加熱式の喫煙装置１００の要素は、図１では等尺度では表示されていない。
本実施形態の理解に関連性のない要素は、簡略された図１では省略されている。
【００４５】
　電気加熱式の喫煙装置１００は、ハウジング１０を含み、例えば紙巻たばこといった喫
煙物品中にエアロゾル形成基体１２を受ける。ハウジング１０内には、ヒーター１４およ
び電気エネルギー供給源１６、例えば再充電可能リチウムイオン電池がある。マイクロコ
ントローラ１８は、発熱体１４、電気エネルギー供給源１６、およびユーザーインターフ
ェース２０（例えば、ボタンまたはディスプレイ、もしくはボタンおよびディスプレイ）
に接続されている。マイクロコントローラ１８は、その温度を調節するためにヒーター１
４に供給される電力を制御する包埋型ソフトウェアを有する。エアロゾル形成基体１２は
、ハウジング１０内のくぼみに押し込まれ、ヒーター１４と熱的に近接するようになる。
エアロゾル形成基体１２は、多様な揮発性化合物を異なる温度で放出する。電気加熱式の
喫煙装置１００の最大動作温度を、一部の揮発性化合物の放出温度よりも低く制御するこ
とによって、これらの煙成分の放出または形成を回避できる。一般に、エアロゾル形成基
体は、２５０～４５０℃の温度に加熱される。
【００４６】
　画像センシングモジュール４０はまた、説明する通り、マイクロコントローラに接続さ
れる。マイクロコントローラ１８は、説明する通り、装置への喫煙物品の挿入後の画像セ
ンシングモジュールからのデータに依存して、発熱体に供給される電力を制御する。
【００４７】
　図２は、図１に示したタイプの装置の前方端の断面図であり、センシングモジュールは
ない。喫煙物品１２は装置内のくぼみ１５内に受けられる。ヒーター１４は、喫煙物品が
くぼみ１５内に受けられた時、エアロゾル形成基体内に位置付けられるセラミック製のブ
レードである。ハウジング１０は、固定部分２２と、固定部分に対してスライド可能な前
面部分２４とを持つ。ヒーターは、ハウジング２２の固定部分に固定される支持体２０に
固定される。前面部分２４は、喫煙物品を中に受けるスライド式容器を形成する。前面部
分には、喫煙物品とヒーター支持体２０の間の後方表面２６が含まれる。前面部分を固定
部分から離すようにくぼみの開放端に向けてスライドさせることによって、喫煙物品は、
後方表面２６によってヒーター１４を引き外し、そうして装置から簡単に取り外しできる
。
【００４８】
　図１および図２に示した装置は、点火端を持つ紙巻たばこと同じように片手で簡単に保
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持できるように、概して円筒形であり細長い。装置は、喫煙物品よりもほんのわずかだけ
幅広いことが望ましい。そのため、喫煙物品上のマーキングを認識するためのセンサーシ
ステムのための空間は、装置の前方端に非常に限定される。図２から特に、喫煙物品上の
異なるマーキングを区別するための十分な光学解像を提供する画像システム用の空間が非
常にわずかしかないことが分かる。
【００４９】
　図３は、本発明によるセンシングシステムの概略図である。図３は、円形の円筒形喫煙
物品１２を図示する。センシングシステム４０は、喫煙物品の彎曲した外部表面に隣接し
て位置付けられる。センシングシステムは、プリント基板４８上に取り付けられたパッケ
ージ化されたＬＥＤ　４２を含む。センシングシステムはまた、ＬＥＤ　４２に隣接する
プリント基板に取り付けられた画像検出器４４を含む。複数のマイクロレンズ４６が画像
センサー上に取り付けられる。
【００５０】
　図４ａおよび図４ｂは、センシングシステムがどのように喫煙装置内に位置付けられる
かを図示する。図４ａは、装置の前方端の斜視図であり、前方ハウジングが取り除かれて
いる。センシングシステム４０は、ハウジング２２の固定部分に取り付けられており、Ｌ
ＥＤ　４２およびマイクロレンズ４６はくぼみ１５内へと面していることが分かる。
【００５１】
　図４ｂは、装置の前方端の側面図であり、固定ハウジング２２が透明に示され、装置の
メインハウジングおよび前方ハウジングが取り除かれている。センシングシステム４０は
コネクター５０によって、マイクロコントローラ１８を含む制御回路１９に接続されてい
る。ヒーター１４、ヒーター支持体２０および電池１６も示されている。センシングシス
テム４０は、固定ハウジング２２内の開口部を通してコネクター５０に接続されている。
図２には示されているが、明瞭化のために図４ａおよび４ｂには示されておらず、かつ固
定ハウジング上をスライドする前方ハウジングはまた、光がセンシングシステムおよび喫
煙物品との間を行き来して通過するのを許容するように、前方ハウジングの中に形成され
た開口部を持つ。
【００５２】
　図５ａおよび５ｂは、センシングシステム４０の一例をより詳しく図示する。図５ａは
、くぼみを横断する断面であり、喫煙物品１２の彎曲した表面を示す。図５ｂは、図５ａ
と直角をなす断面であり、くぼみの軸方向に沿っている。
【００５３】
　図５ａおよび５ｂに示す実施形態において、画像検出器４４は０．３ｍｍ×１．２ｍｍ
のサイズを持つ。４つのマイクロレンズ４５があり、一次元配列で配置され画像検出器４
４を覆う。マイクロレンズの配列は、くぼみの軸方向と直角をなす方向に延びる。マイク
ロレンズの配列は、プリント基板（ＰＣＢ）４８に固定された支持構造４７内に保持され
る。支持構造は、射出成形プラスチック材料から形成される。透明な光ガイド４９は支持
構造内に提供され、ＰＣＢに固定されているＬＥＤ　４２によって放出された光を案内す
る。使用されるＬＥＤの数は、電力消費量と画像検出速度のバランスで決まる。光がより
多ければ、より高速な画像取り込みが許容されるが、より高い電力消費量が必要である。
２つのＬＥＤの使用によって、適切な照明が提供される。支持構造４７は不透明であり、
ＬＥＤ　４２からの光が、まず喫煙物品１２から反射することなく、検出器４４またはレ
ンズ配列４５に直接達しないようにする。
【００５４】
　センシングシステムは、その寿命期間中に温度が大きく変動することがあるため、温度
の安定性は重要である。光学材料の大半ではガラス材料が使用されうる。プラスチック材
料の薄い層をバルクガラス上に複製して、望ましい光学性能を提供しうる。支持構造は、
高い熱安定性を持つ材料で形成されうる。
【００５５】
　喫煙物品上のしるしは、外側ラッパー紙上に印刷される。ラッパー紙は白色である。し
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るしは、単に紙上の黒色のマーキングでもよいが、好ましい一つの実施形態において、し
るしは異なるレベルのグレーを含む。異なるレベルのグレーは、インクの量を変化させる
ことによって、またはセンシングモジュールによって解像可能な最小の形状よりも小さな
ドットを印刷することによって生成できる。しるしは、くぼみ内に任意の向きに配置でき
るように、バーコード内の各ラインが喫煙物品の周辺に延びる、一次元バーコードでもよ
い。別の方法として、二次元バーコードを使用してもよく、また装置内のマイクロコント
ローラは、バーコードの開始点と終了点を判断できるソフトウェアを含んでもよい。
【００５６】
　しるしを付けるために使用されるインクは、センサーモジュールで使用されるＬＥＤに
対応しなければならない。そのため、ＬＥＤが赤外線（ＩＲ）光を放射する場合、インク
はＩＲ光を吸収する必要がある。同じく、レンズはＬＥＤからの光の波長と一致する必要
がある。
【００５７】
　図１に図示した通り、センシングシステムは、装置内のマイクロコントローラ１８に接
続される。マイクロコントローラには、画像検出器からの画像データを１つ以上のタイプ
の許容可能な喫煙物品に関連する保存された画像データと相関付けるためのソフトウェア
が含まれる。ユーザーによる装置の起動後、マイクロコントローラは画像センシングモジ
ュールを起動し、画像センシングモジュールはくぼみ内の喫煙物品の画像を取り込む。取
り込まれた画像は画像データとしてマイクロコントローラに送信される。マイクロコント
ローラ１８は、画像データを１つ以上のタイプの許容可能な喫煙物品に関連する保存され
た画像データと相関付ける。取り込まれた画像データが、保存された画像データと十分に
相関しない場合、マイクロコントローラはヒーターへの電力供給を阻止する。取り込まれ
た画像データが、保存された画像データと十分に相関する場合、マイクロコントローラは
ヒーターへの電力供給を許容する。マイクロコントローラは、取り込まれた画像データが
、保存された画像データのどれと最も強く相関するかに応じて、ヒーターが特定の温度プ
ロフィールまたは電力プロフィールに従うように、ヒーターへの電力を制御しうる。
【００５８】
　マイクロレンズの配列は、検出器上で倒立像のモザイクを提供する。マイクロコントロ
ーラ１８は、画像のモザイクについて画像処理を実行して、保存された画像データと相関
付けるために単一の画像を生成するように構成されうる。別の方法として、画像のモザイ
クは保存された画像データと直接比較されてもよい。
【００５９】
　当然ながら、上述の例示的な実施形態は例証するが限定はしない。上記で考察した例示
的な実施形態に照らすことによって、上記の例示的な実施形態と一貫したその他の実施形
態は今や当業者には明らかとなろう。
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